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第 1章 シュッコンカスミソウの花成における青色光応答とそのメカニズム 
 これまでに，シュッコンカスミソウ（Gypsophila paniculate L.）‘ブリストルフェアリ
ー’においては，シロイヌナズナとは異なり，青色光による長日処理によって花成が促
進されないことが示されている（Horiら，2011; Nishidate ら，2012）．シロイヌナズナに
おいては Flowering Locus T （FT ）および SUPPRESSOR OF OVEREXPRESSION OF 






1 図），GpFT1，GpFT2，GpSOC1 の発現を調査したところ，GpFT1 の発現が発蕾に先だ
って高くなった（第 2図）．したがって，GpFT1 の発現制御が両品種の花成の青色光応
答の違いに影響していることが考えられた． 
 シロイヌナズナでは，青色光受容体 FLAVIN-BINDING KELCH REPEAT F-BOX 1 
（FKF1）とその相互作用因子 GIGANTEA（GI）が青色光による FT の発現促進に重要
な役割を果たす（Sawaら，2007; Song ら，2012）．そこでこれらのシュッコンカスミソ
ウにおけるホモログを単離し，保存性や機能について検討した．GpFKF1 および GpGI 
のコードするアミノ酸配列はよく保存されており，発現はシロイヌナズナと同様の日変





























第 3章 青色光受容体 FKF1ホモログのトマトにおける機能解析 
FKF1 は長日条件下でのシロイヌナズナの青色光依存的な花成促進に寄与している．
トマト（Solanum lycopersicum L.）は花成において日長応答を示さない中性植物である
が，ゲノム上には FKF1 ホモログ（SlFKF1 ）と考えられる配列が存在しており，その
機能は明らかにされていない．そこで，SlFKF1 の機能を検討することとした．明期 16
時間の条件下で SlFKF1 の発現の日変動を調査した結果，Zeitgeber Time（ZT）9に発現
のピークを示し（第 8図），シロイヌナズナ FKF1 の発現様式（Imaizumi ら，2003）と
類似していた．SlFKF1 過剰発現系統（OE）および発現抑制系統（RI）を作成したとこ
ろ，発現抑制系統において花成遅延および小葉数の増加が観察された（第 9 図）．トマ
トでは，FT ホモログである SINGLE FLOWER TRUSS （SFT ）が花成を促進するととも
に（Lifschitz ら，2006），小葉数を減少させる（Shalit ら，2009）．したがって，SlFKF1 







第 1 章では，GpFT1 の発現が青色光応答の異なる 2 品種間で異なることが明らかに
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第10図 SlFKF1 の過剰発現系統（OE）および発現抑制系統（RI）における催色期から10日後の果実色
A B C
D E F
白色蛍光灯による明期16時間・暗期8時間で50日間栽培後のZT9におけるSlFKF1の発現（A），
主茎長（B），主茎の節間長（C），播種から開花までの日数（D），小葉数（E)，主茎の葉数（F）
バーは標準誤差を示す（A: n=3，B~F: n=9）
*，***：P < 0.05，0.001においてDunnett検定でそれぞれ有意差有り
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